
女子大生の生体測定値の年次変化

井 上 節 子

は じめに

ここ数年間女子大生(19～20歳)の 生体測

定 を行い,そ の生体 を類型化 し,栄 養摂取,

食品摂取,消 費エネルギー等との関係を検討

してきた。1)一一4).

栄養,食 品の摂取の変化,食 生活の変化は

厚生省の行 う国民栄養調査においても栄養摂

取量,食 品群別摂取量の年次変化がみられて

い る。5)栄 養についてはエネルギーの減少,

脂 質摂取のやや増加,食 品については穀類,

果実の減少,緑 黄色野菜,乳 製品の増加など,

やや西洋化 した食事に変化 していると言われ

ている。外食率の年次推移 も増加 し食事の形

態 も変わってきている。

食事の変化に伴って身体状況の変化 も言わ

れている。いずれの年齢階級でも身長,体 重

の増加がみられるが,特 に女性は身長は伸び

ているが,体 重は変化せず,や せ形の人が増

えているといわれている。6)し かし若い女性

の身体の各部分についての年次変化の様子に

ついての文献は少ない。7)8)9)こ のため筆者

は特に若い女性の身体の各部の形態がどのよ

うに変化 しているか9年 間の測定値にもとつ

いて検討 した。

測定方法

文教大学女子短期大学部栄養科2年 生(19'

～20歳)に1989年 ～1997年 までの5 ,6,7月 に

かけて生体測定を行った。マルチン氏型人体

測定 器 によ り,身 長計,滑 動 計(ノ ギス),

直尺,体 重計,巻 き尺で生体の60カ 所 につい

て測定 を行った。そのうち今回検討項 目とし

た,身 長と上身囲,手 足囲に関しての12の 測

定部位について図1で 測定方法 を示 した。

図1測 定部位

A:身 長'B:頸 囲C:胸 囲(静 時)D:最 小 寛 上 囲

E:骨 盤 囲F:上 腕 囲(伸)G:前 腕 最 大 囲

H:前 腕 最 小 囲1:大 腿 最 大 囲J:下 腿 最 大 囲

K:下 腿 最 小 囲L:体 重

分析方法

各年度で測定部位60項 目についてクラスタ

`.化分析 を行った。クラス ター化分析 とは各

測定項 目の相関係数を求め相関係数の大きい

もの同士をグループ化 してい く方法である。

各年度に従 って,こ のクラス ター化を行った

が,一 部の項 目をのぞいて,ど の年 も図2の

ような樹形図を示 した。この方法で生体測定

値にはある一定の傾向があることがわかった。

測定部位を4つ にグループ化 した。このグル

ープの中で変異係数(標 準偏差/平 均)の 大

きいグループ,す なわち分布の大 きい項 目に

ついて注 目した。変異係数は単位の異なる測
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定項 目の分布 を比 較す るため に用 いた。 この

こ とは個 々人 の身体 の特徴 は変異係 数の大 き

い項 目につ いて捉 え る と,分 布が大 きいため

特徴 をつかみやす い ことに よった。

また,こ のグルー プにク ラス ター化 された

身長 と測 定部位(11項 目)に つ い て,年 度 別

の平 均値,標 準偏 差 を求 めた。1989年(n=130),

1990年(n=102),1993年(nニ149),1994年(n=151),

1995年(n=154),1996年(n=158),1997年(n=170)

に つ いてそ の値 を求め た。nは 対象者 数であ

る。 また各年 ご との変異係 数 を求 めその年次

変化,ま た各測 定部位が どの ように変化 して

きたか,ま た若 い女性 の身体 が全体 に どの よ

うに変化 して きてい る といえ るか考察 した。

結果

1)項 目のクラスター化分析

1996年 の158人 測定項 目値の相関係数を樹

形図に表したのが図2で ある。高 さは相関係

数の逆数を表 している。低 く実線で結ばれて

いる項 目同士は相関が大 きいことを表してい

る。各年度によって相関係数に違いがみ られ

たが,ど の年 も前記の4つ に大 きく分類され

ることは共通 していた。①の高さ,長 さの測

定項 目は16項 目,② の顔,頭 の測定項 目は21

項 目,③ の上 身囲,手 足 囲の測定項 目は13

項 目,④ の幅についての測定項 目は10項 目の,

合計60項 目を大 きく4つ にクラスター化す

①16項 目 ②21項 目 ③13項 目 ④10項 目

図2ク ラスター化分析による測定項目の樹形図

1:身 長2:最 小寛上囲3:体 重4:胸 囲(静 時) .5:頚 囲6:上 腕 囲(伸)

7:前 腕最大囲8:骨 盤囲9:前 腕最小囲10:大 腿最小囲11:大 腿最大囲

11:下 腿最大囲12:下 腿最小囲
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表1身 体測定値の年度別変異係数
(n:対 象 者数)

1989年1990年1993年1994年1995年1996年1997年 全 体 の

(n=130)(n=102)(n=149)(n=151)(n=154)(n=158)(n=170)平 均

身長
頸囲
胸囲(静時)
最小寛上囲
骨盤囲
上腕囲(伸)
前腕最大囲
前腕最小囲
大腿最大囲
下腿最大囲
下腿最小囲
体重

0.03

0.06

0.05

0.05

0.05

0.10

0.10

0.13

0.os

O.09

0.14

0.11

0.03

0.05

0.05

0.04

0.09

0.07

0.05

0.os

O.07

0.10

0.09

0.030.03

0.060.05

0.060.06

0.060.07

0.060.05

0.100.09

0.070.06

0.070.05

0.080.09

0.oso.os

O.050.09

0.110.11

0.030.030.030.03

0.050.050.060.05

0.060.060.070.06

0.060.070.090.07

0.060.060.060.06

0.100.090.090.09

0.070.070.060.07

0.070.060.070.06

0.oso.oso.oso.os

O.080.070.080.08

0.050.060.060.06

0.110.120.140.12

**

*

*丶

*

**:pGO .01*:p<0.05

表2身 体測定値の年度別平均値 と標準偏差

変異係数:標 準偏差/平均値

(n:対 象 者数)

(n=130)(n=102)(n=149)
1989年1990年1993年1994年1995年1996年1997年

(n=151) (n=154)(n=158)(n=170)
身長
頸囲
胸囲(静時)
最小寛上囲
骨盤囲
上腕囲(伸)
前腕最大囲
前腕最小囲
大腿最大囲
下腿最大囲
下腿最小囲
体重

157.91ｱ4.94158.27ｱ4.65158.92ｱ5.35158.04ｱ4.65158 .84ｱ5.29157.48ｱ5.43158.06ｱ5.32

31.09ｱ1.7930.93ｱ1.9230.89ｱ1.6730 .83ｱ1.4530.64ｱ1.4530.66ｱ1.71

82.28ｱ4.2182.20ｱ4.2582.07ｱ5.1082.95ｱ4.6681.96ｱ5.0882 .36ｱ5.0682.70ｱ5.50

62.64ｱ3.2862.28ｱ3.0563.24ｱ3.9863.26ｱ4.2363.15ｱ3.9563 .54ｱ4.5664.13ｱ5.51

89.60ｱ4.4688.42ｱ3.6688.62ｱ5.6488.76ｱ4.3488.52ｱ5.6890.06ｱ5 .2090.40ｱ5.52

24.08ｱ2.3723.91ｱ2.0524.08ｱ2.3624.24ｱ2.2224.05ｱ2.3624.29ｱ2.1624.17ｱ2 .24

22.86ｱ2.3022.23ｱ1.4821.87ｱ1.4422.25ｱ1.4121.84ｱ1.4322.02ｱ1.4422.21ｱ1 .41

15.07ｱ2.0114.50ｱ0.7214.68ｱ0.9714.74ｱ0.8014.64ｱ0.9814.81ｱ0.8614.78ｱ0.99

49.81ｱ4.2049.26ｱ3.9449.86ｱ3.8350 .37ｱ4.3349.81ｱ3.8150.49ｱ3.9249.37ｱ3.88

33.84ｱ3.0933.70ｱ2.2234.11ｱ2.6733.79ｱ2.6834.05ｱ2.6834.47ｱ2.3434.26ｱ2.87

20.94ｱ2.9520.60ｱ1.9720.57ｱ1.1320.71ｱ1.8120 .57ｱ1.1220.97ｱ1.2020.90ｱ1.31

51.21ｱ5.6250.43ｱ4.7051.41ｱ5.8051.31ｱ5 .8151.26ｱ5.8252.55ｱ6.5452.68ｱ7.40

**

**

*

*

ることができた。高さ,長 さの測定項 目では

身長 との相関係数が一番高 く,上 身囲,手 足

囲の測定項 目は体重 との相関係数が一番高い

値 を示 した。

2)変 異係数

図2の ①～④ にクラスター化 したグループ

で平均の変異係数を比べると①の高 さ,長 さ

の測定項 目では0.056,② の顔,頭 の測定項 目

では0.085,③ の上身囲,手 足囲の測定項 目で

は0.074,④ の幅 につ いての測定項 目では

0.065で あった。顔,頭 を除いた身体の測定

、部位では③の上身囲,手 足囲に関係する項 目

が一番大 きく,次 いで④の幅についての項 目

であった。各年度 とも変異係数の一番 高い,

③の項目で測定値を比鞣することが身体の年

次変化の特徴を捉 えるのに適当と考えられた。

**:p<0 .01*:p<0.05

身長と③の11項 目について,表1の ように

年度による各項目の変異係数を求めた。③の

クラスター化 した中に胸部矢状径(胸 の厚み)

と下腿末端幅(足 首の幅)が 含まれていたが,

年度によってこの2項 目はクラス ター化の④

の幅の測定項 目の中に含 まれることもあった

ため,今 回はこの表の中に入れなかった。ま

た①,②,④ の項 目についても変異係数が小

さい等理由により,今 回は身体の特徴を捉 え

る項目として取 り上げなかった6

表1か ら胸 囲,最 小寛上囲,骨 盤囲の変異

係数の年次変化をみると,分 布がだんだん大

きくなっていることがわかる。逆に下腿最大

囲の年次変化 は小さくなっていて分布の範囲

がやや狭 くなっていることが推察 される。身

長は変異係数が0.03と 一定で,年 次変化が小
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さく,体重は測定項目の中では一番大きい変化

がみ られた。このことは体重については1989

年,1990年 に見 られなかったような体重の軽

い人,重 い人が1996年,1997年 にいることを

表 している。頸囲,上 腕囲,大 腿最大囲,下

腿最大囲は,ほ ぼ一定の変異係数でほとんど

年次変化は示 していなかった。

3)上 身囲,手 足囲に関する測定項 目の年度

平均値

表2は1989年 ～1997年(7回)に 測定 した

12項 目についての年度別平均値 と標準偏差で

ある。身長以外は体重に相関の大 きい項 目で

ある。年度の変化に従って各測定項目が どの

程度変化 しているかを分析するために重回帰

分析,関 数式への当てはめ,分 散分析 によっ

て検:定を行った。頸囲は1%有 意(P<0.01)で

減少傾向,最 小寛上囲では1%有 意(P<0.01)

で増加傾向,下 腿最大囲,体 重では5%有 意

(P<0.05)で増加傾向を示 した。図3は 頸囲の回

帰直線である。上限,下 限は偏回帰係数をあ

らわしていて,年 度が1年 変化することに頸

囲に与える影響を示 している。係数は一〇.057

をとっていて,頸 囲は細 くなってきているこ

とが理解された。図4は 最小寛上囲の回帰直

線、で,係 数は0.182で最小寛上囲は太 くなって

いることがわかった。下腿最大囲は係数0.070,

体重の係数は0.213で 共に太 く大 きくなってい

ることが理解できた。

考察

図2の 樹形図をみると12項 目の中で も体

重 との相関は最小寛上囲,胸 囲,頸 囲の上

半身の測定項 目で大 きい。上腕囲,前 腕最

大囲,前 腕 最小囲等の腕の太 さ,大 腿最大

囲,下 腿最大囲等の足 の太 さについては骨

盤 囲 との相 関が大 きい ことが理解 で きた。

このこ とは19歳 ～20歳 の女性 につ いては,

体重の増加 は身体 の中で,上 半身の値 が大

き くなることと一・番結びついているといえ

る。その後体重の増加 と共に,骨 盤囲が大

きくな り,そ れにつれて手足の囲が大 きく

なることが理解できた。身長は他の11項 目

との相関は小 さい値であった。

身長 につい ては今 回の調査 で は,分 布,

平均値 とも9年 の問は顕著な変化 は見 られ

なかった。

頸 囲の平均値は表2の ように減少の傾向

が現れていた(P<0.01)。 単回帰直線への当

てはめでは,係 数が一〇.057とマイナスにな

っている。最近の女性は首が細い人が多 く

なってきていると理解される。分布には変

化がなかった。

胸 囲は平均値に顕著な変化 はみれなかっ

たが,分 布 の年次変化 は少 しずつ広 くなっ
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図5身 体測定部位の年度別レーダーチャート
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てきている(P<0.01)。分布の傾向について,最

大値,最 小値の年次変化で調べると,最 大値

は係数1.139(P<0.05),最 小値は係数0.387で

変化 している。 このことと併せて考 えると,

やや大きい方に分布が広がっていることが理

解できた。

最小寛上囲は図4の ように平均値が大 きく

なる傾向を表 していて(P<0.01),分 布 も広くな

っている(P<0.05)。最小寛上囲の最大値の平均

値 と最小値の平均値の年次変化 は,関 数式に

当てはめると最大値 は係数1:949(P<0.05),最

小値は係数 くL380(P<0.05)と 小 さくな り,分

布 を大 きい方に広 くしていると考え られ る。

このことは女性の洋服のウエス トサイズが大

きい方に豊富になっていることか ら類推する

事 と一致 している。平均体重の年次変化はや

や大 きくなっている(P<0.05)の で,体 重の増

加が相関係数の一番大きい最小寛上囲の増加

と関係 した と推察 される。

骨盤囲は平均値に変化はないが,分 布が広

くなっている。 このことは,最 大値,最 小値

の年次変化の関数式の当てはめでは,傾 向は

つかめなかった。

腕の太さに関する項 目では分布 も,平 均値

にも顕著な傾向はみれなかった。

足の太さについては下腿最大囲に平均値が

大きくなる傾向が表れている(P<0.05),分 布

には減少傾向が表れていた(P<0.05)。 分布に

ついて関数式に当てはめても,傾 向はつかめ

なかったが,若 い女性の下腿最大囲が どの人

も同 じような太さで,や や太 くなってきてい

ることが考えられた。

表1の 全体の平均を見 ると,12項 目の中で

一番変異の大 きいのは体重で0.12,一番小さい

のは身長で0.03で ある。その他の変異平均値

は,胴 囲の中では最小寛上囲が0.07,腕 では

上腕囲が0.09,足 では大腿最大囲,下 腿 最大

囲が0.08と 最も大 きくなっている。個人の体

型 を比較するときは,ク ラスター化 した③上

身囲,手 足囲の中でも大きい、 この測定値で

比較するとさらに特徴がつかみやすいことが

理解で きた。

12項 目について相対的に考察するため,レ

ーダーチ ャー トによって表 したのが図5で あ

る。1989年 ～1997年 の平均値をレ・一ダーの中

心1.00と して,各 年度の12項 目を直線で結ん

だ図である。左上 は足 の太 さに関す る項 目,

左下は腕の太さに関する項 目,右 上は身長を

中心として胴体の上半身に関する項 目,右 下

は体重を中心に胴体囲に関する項 目を並べて

ある。1989年 度は左下と右上に広がった形と

なっている。1990年 も全体に平均値は低 くな

っているものの,全 体の形は左下,右 上 に広

がっていて同様 な形になっている。1993年,

1994年,1995年 はほぼ全体 に平均的になっ

ていて,丸 い形になっている。近年左上,右

下 に平均値が広がって全体の形が変化 してい

る。次第に首,腕 が細 く,胴 囲と,下 腿が太

くなってきていることがこの図か らさらに理

解することができる。高さ,長 さについては

調査は行ったがまだそのデータの分析は行 っ

ていないが,こ れらの測定値 との関わりにつ

いても関係が深いと考え られる。今後の検討

課題としたい。

結論

1)若 い女性の体重の増加は最小寛上囲,胸

囲,頸 囲の上半身に表れ,そ の後骨盤囲に表

れると共に,手 足の囲が大 きくなることが理

解できた。

2)個 人の体型を比較するとき,身 長より体

重で,胴 囲では最小寛上囲で,腕 では上腕囲,

足では大腿最大囲,下 腿最大囲で比較すると

特徴 を捉えやすいことが理解 された。

3)今 回の調査では身長の年次変化 はみ られ

なか ったが,体 重 には増加現象がみ られた。

頸囲は係数一〇.057と減少傾向で,最 小寛上囲

は係数0.182で 増加傾向を示 し分布 も大 きい
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方 に広 くなって きていることが理解 された。

骨盤囲,腕 の太さに関する項目には顕著な傾

向は見られなかった。下腿最大囲に増加現象

が見られ,分 布 もやや小 さく集中する傾向が

見 られた。若い女性の体型は首が細 くな り,

最小寛上囲と下腿最大囲が太 くなっているこ

とが理解 された。
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